
1,941 

実際に使ったらどのくらい変わるの？

  現場の声

岩手県モデル事業実証データ 

モデル事業所名：胆沢地域包括支援センター

取引先事業所数：13事業所（総取引先事業所数：37事業所）

1,256→

「一緒にケアプーやりましょう」

何度も声をかけることで

多くの事業所とやりとりできました
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685
▼約35.3%の短縮を実現

分削減
（月あたり）

導入前

提供表の交付および実績の受領にかかる時間

分 分

導入後

CSV取込みにより実績確認・入力が非常に楽になりました。

給付管理の締切直前に実績が集中して届くので確認が大変で

したが、ケアプーだと届いたCSVデータを取込んで終わるの

でとても便利です。

委託先の居宅との請求書のやり取りもケアプーで完結する

ことに気づきました。私たちが日々、事業所同士でやりとり

している紙の書類はすべてケアプーで送れるので、お互いに

もっと楽になれると思います。

令和７年度 岩手県モデル事業

ケアプランデータ連携システム 活用促進モデル地域づくり事業

実施主体：社会福祉法人奥州いさわ会

事業協力：株式会社TRAPE

介護の書類業務をスマートに進め

利用者さんと向き合う時間を

もっともっと増やせます。

フリーパスキャンペーン実施中

ケアプランデータ
連携システム
一緒にやりませんか？

ケアプランデータ
連携システム
一緒にやりませんか？

今なら無料で始められます！

 使うことで得られる３つのメリット

なぜ今、導入が 必要なの？

ケアプランデータ連携システムは 

介護情報基盤と統合予定

利用者情報を関係機関でをスマートに連携できる

処遇改善‧補助金の対象になる

⚠ 重要：今後の方向性
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情報連携がスマートに行えるので現場には時間的な

余力が生まれます

残業代、FAX代、郵送代、紙代など、様々なコストが

削減できます

現場に生まれた余力は利用者のケアに充てることが

できます

日々やりとりしている書類はすべて、ケアプラン　　

データ連携システムで送信・受信することができます

送りたい時にいつでも送れるので、事業所同士の　　

情報連携の質が圧倒的に向上します

大切な情報が迅速に共有できるため、利用者自身も　

より良いサービスを受けられるようになります

導入するだけで処遇改善加算が＋5,000円になります

介護テクノロジー導入補助の要件にもなっています
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書類業務の時間や様々なコストを大幅削減できる

国が整備を進める「介護情報基盤」は、介護・医療・行政の

情報を一元化する仕組みであり、ケアプランデータ連携シス

テムはその一部を担います。ケアプランのデータを介護情報

基盤に蓄積するにはケアプランデータ連携システムの導入が

前提となるため、未導入のままでは将来的な情報活用ができ

ません。今のうちに導入しておくことで、統合後は要介護認

定情報や検査結果など、多様な情報をパソコン上で一括確認

できるようになります。



 

 

提供票などを送る場合

実績表などを受け取る場合

使い方は、とてもシンプル

送受信の流れ

1

2

1

2

介護ソフトでCSVを作成
利用票データ出力からCSVファイルを保存します

介護ソフトに取り込み完了
CSVを取込むだけです
再入力‧転記作業は不要です！

システムにログインして一括送信
CSVファイルをドラッグ＆ドロップ → ボタン1つで
全事業所へ送信完了です
メッセージやPDFファイルなども添付できます

システムにログインして一括取得
受信一覧から「一括取得」をクリックして保存します

みなさんが扱っているすべての情報が
ケアプーで安全にやりとりできます
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導入までの３ステップ

国保連から送られる電子請求登録結果に関するお知らせ
を用意します
電子請求受付システムにログインし、電子証明書を　　
インストールします
ケアプランデータ連携システムをインストールします

1 ケアプランデータ連携システムとは？

 
介護の書類やり取りを
オンラインで完結させるシステム

居宅介護支援事業所‧地域包括支援センターとサービス
事業所の間で行われる提供票‧実績票‧計画書などの
書類のやり取りを、インターネット上で完結させる
国公認のシステムです（国民健康保険中央会が運営）

書類のやり取りができる対象事業所

提供票‧実績票‧計画書‧利用者基本情報
サービス担当者会議録‧保険証の写し　など

地域包括
支援センター

サービス
事業所

居宅介護支援
事業所

→

→ →→

→→

この仕組みの大きな特徴

「地域包括支援センター・居宅介護支援事業所」と
「居宅サービス事業所・介護予防・総合事業サービス」
  の双方で活用しなければ、残念ながら効果は限定的に
  なってしまいます…

「みんなで導入し、みんなで活用する」ことでみんなに    
  とって大きなメリットが生まれます！

（通称：ケアプー）
サポートサイトで詳しく学べます

よくある質問

導入手順を解説した動画

操作ガイド（詳細解説）

 

TEL: 0197-46-5100

サポートサイトでは以下のコンテンツを
いつでも閲覧できます

お問い合わせ先：社会福祉法人 奥州いさわ会
特別養護老人ホームぬくもりの家

事務長 小原 守

ケアプランデータ連携システムの導入から方法について
解説した動画をいつでも・何度でも視聴可能です。
自分のペースで学習できます。

導入から活用まで解説した操作ガイドをいつでも
閲覧・ダウンロード可能です。ガイドに沿って進める
ことで、スムーズに導入・活用いただけます。

実際の導入・活用から生まれたリアルな疑問とその回答
を掲載しています。あなたが悩んだときのヒントが
きっと見つかります。

サポートサイトは
こちらのQRコードを

読み取ってご確認ください
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よくある質問は
こちらのQRコードを

読み取ってご確認ください
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